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気持ちが引き締まる 〜 楽になり笑顔で 〜 

 

2024年10月10日 看護師:飯田智子氏の主催『寅さんメディカルカフェ 乳がん患者会Ruban Rose：

おしゃべりカフェINスカイツリー』(スカイツリーイーストタワー 17階)に赴いた(画像)。 大変有

意義な充実した時であった。 飯田智子氏には、『リサーチナース』として順天堂大順天堂医院『ア

スベスト・中皮腫外来』を担当して頂いたものである。 

 

筆者は、癌研から順天堂大教授に赴任し(2003年)、2005年、クボタショックの年、順天堂医院で、

『アスベスト・中皮腫 外来』開設する機会が与えられた『（毎日新聞「ひと」欄（2005年9月8日）

(永山悦子記者）』。  

 

『中皮腫』の発症前診断・早期発見を目的として、『中皮腫診断キット』の開発と『中皮腫』患者

とその家族の精神的ケアをも考慮した『がん哲学外来』を取り入れた診療体系の確立を目指した。 

 

『リサーチナース』の役割は、【アスベスト・中皮腫外来の初診・再診の受付を電話で行い、アス

ベスト外来への質問やお問い合わせ、受診方法についても電話や対面でお答えしています。 他院

からの紹介や企業診断受付、一次検診は、医療連携室や医事課と連携して対応し、当日は、医師、

当該部署の看護師、事務員と連携を取ってスムーズに受診・検診が行えるように努めています。 初

診時の問診の際は、石綿ばく露歴のチェックをはじめ、仕事の内容の詳細を伺い、アスベスト外来

についてのお話をさせていただき、アスベストに関する研究の情報、腫瘍マーカーに関する研究の

説明を行っています。専門外来を受診される患者さんは健康に対する意識も高く様々な不安や、困

りごとをお持ちの方が多いのでお話しを伺い寄り添った対応をしています。】とある。 

 

早速10月11日【昨日は、お忙しい中ご講演ありがとうございました。 皆様 先生のお話とてもよか

ったと気持ちが引き締まった。 楽になったとおっしゃって笑顔で帰られました。 来年もよろしく

お願いいたします。】のと心温まるメールが届いた。 ただただ感謝である。 

  



 




